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【背景】 

透析患者は、透析によるカルニチン除去を食事による供給で補いきれず、カルニチン欠乏状態に陥っている事

が知られている。 

【目的】 

L-カルニチン補充療法により心機能の維持改善効果を検討する。 

【対象】 

心疾患を有する当院維持血液透析患者 27 名（男 18 名、女 9 名） 

【方法】 

L-カルニチン 100mg5ml を週 3 回投与し、投与 1 年前、投与開始前、投与開始 6 ヶ月経過時点での心エコー検

査でのパラメータを検討する。 

【結果】 

心エコー検査では LAD は投与前 1 年間で有意な上昇が認められ（P＝0.02）、EF、LVDｄ、E/A、E/e’、LVMI

は投与前１年間、投与 6 ヶ月間ともに有意な差は認められなかった。 

【考察】 

L-カルニチンを静注投与することによって、心疾患を有する維持血液透析患者の心機能を維持させる可能性が

示唆された。今後も投与量や投与期間の検討を続けたい。 

 


